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図
ず

1-3  キャリアアップシステムのレベルとカードの色
いろ

 

 技能者
ぎのうしゃ

の評価
ひょうか

の対 象
たいしょう

となるのは、次
つぎ

の３つです。 

 ・経験
けいけん

（ 就 業
しゅうぎょう

日数
にっすう

） 

 ・知識
ちしき

・技能
ぎのう

（保有
ほゆう

資格
しかく

） 

 ・マネジメント能 力
のうりょく

（登録
とうろく

基幹
きかん

技能者
ぎのうしゃ

講 習
こうしゅう

・ 職 長
しょくちょう

経験
けいけん

） 

レベル２は、システム登録後
とうろくご

に 645日
にち

（3年
ねん

）以上
いじょう

の 就 業
しゅうぎょう

日数
にっすう

が必要
ひつよう

となるため、み

なさんは、レベル 1 からスタートすることになります。 

 

１．４ あいさつ 

 日本
にほん

の建設
けんせつ

現場
げんば

で大切
たいせつ

にしていることは、「建設
けんせつ

現場
げんば

での事故
じ こ

を防
ふせ

ぐこと」です。その

ために、毎日
まいにち

さまざまな取
と

り組
く

みが 行
おこな

われています。この取
と

り組
く

みの 最
もっと

も基本的
きほんてき

で大切
たいせつ

なことがあいさつです。通路
つうろ

で作業員
さぎょういん

とすれちがう時
とき

には、朝
あさ

は「おはようございます」

「おつかれさまです」とあいさつします。異
こと

なる職 種
しょくしゅ

の作業員
さぎょういん

どうしがあいさつをする

ことで、一
いっ

体感
たいかん

が生
う

まれ、気持
き も

ちよく作業
さぎょう

を進
すす

めることができます。よく使
つか

われるあいさ

つには「おつかれさまです」「（今日
きょう

も一日
いちにち

）ご安全
あんぜん

に」などがありますが、詳
くわ

しくは第
だい

4

章
しょう

で解説
かいせつ

しています。 
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１．５ 朝礼
ちょうれい

 

日本
にほん

の建設
けんせつ

現場
げんば

では、すべての作業員
さぎょういん

が集
あつ

まるミーティングが作業
さぎょう

開始
かいし

前
まえ

に毎日
まいにち

行
おこな

われます。これを「朝 礼
ちょうれい

」といいます。朝 礼
ちょうれい

には、全体
ぜんたい

朝 礼
ちょうれい

と職 種
しょくしゅ

ごとに 行
おこな

う朝 礼
ちょうれい

の２つがあります。どちらの朝 礼
ちょうれい

も、一番
いちばん

の目的
もくてき

は、「建設
けんせつ

現場
げんば

での事故
じ こ

を防
ふせ

ぐこと」

で「安全
あんぜん

朝 礼
ちょうれい

」とも言
い

われます。 

 

１．５．１ 全体
ぜんたい

朝礼
ちょうれい

 

全体
ぜんたい

朝 礼
ちょうれい

では、主
おも

に次
つぎ

のことが 行
おこな

われます。 

①現場
げんば

監督
かんとく

のあいさつ 

 現場
げんば

監督
かんとく

のあいさつは、作業員
さぎょういん

の一体感
いったいかん

を高
たか

め、その日
ひ

の作業
さぎょう

を安全
あんぜん

に気持
き も

ちよく進
すす

められる

ようにするために 行
おこな

われます。 

②ラジオ体操
たいそう

 

 作業
さぎょう

前
まえ

の準備
じゅんび

運動
うんどう

は、体
からだ

や 頭
あたま

を目覚
め ざ

めさせるためけがの予防
よぼう

になります。日本
にほん

では、

ラジオから流
なが

れる音楽
おんがく

に合
あ

わせて運動
うんどう

をする「ラジオ体操
たいそう

」がよく知
し

られているため、

朝 礼
ちょうれい

ではラジオ体操
たいそう

が 行
おこな

われます。音楽
おんがく

を流
なが

さない場合
ばあい

もありますが、そのときは「 1
いち

、

2
に

、 3
さん

、4
し

」としっかりと声
こえ

を出
だ

しながら 体
からだ

を動
うご

かします。 

③作業
さぎょう

内容
ないよう

の確認
かくにん

 

 その日
ひ

に作業
さぎょう

を 行
おこな

う各
かく

職 長
しょくちょう

が、その日
ひ

の作業
さぎょう

内容
ないよう

や人員
じんいん

を全員
ぜんいん

に伝
つた

えます。現場
げんば

には、異
こと

なる職 種
しょくしゅ

の作業員
さぎょういん

が 働
はたら

いています。他
ほか

の職 種
しょくしゅ

の作業
さぎょう

者
しゃ

が、その日
ひ

に作業
さぎょう

す

る内容
ないよう

を知
し

ることは、危険
きけん

を防
ふせ

ぐために大切
たいせつ

です。また、自分
じぶん

の作業
さぎょう

にどのように影 響
えいきょう

するのかを知
し

ることもできます。またこの時
とき

に、その日
ひ

に 新
あたら

しく入
はい

った作業員
さぎょういん

（新規
しんき

入 場 者
にゅうじょうしゃ

といいます）の紹 介
しょうかい

が 行
おこな

われることもあります。自分
じぶん

が新規
しんき

入 場 者
にゅうじょうしゃ

として
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紹 介
しょうかい

される場合
ばあい

は、大
おお

きな声
こえ

で自分
じぶん

の名前
な ま え

、所属
しょぞく

会社
がいしゃ

などを、はっきりと話
はな

すようにし

ます。 

④危険
きけん

予知
よ ち

活動
かつどう

（KY活動
かつどう

） 

 危険
きけん

予知
よ ち

活動
かつどう

は、KY（Kiken Yochi）活動
かつどう

と言
い

われ、その日
ひ

の作業
さぎょう

の中
なか

で事故
じ こ

が起
お

こり

そうな場面
ばめん

をイメージし、危険
きけん

を察知
さっち

し、事故
じ こ

を未然
みぜん

に防
ふせ

ぐために 行
おこな

います。特
とく

に、建設
けんせつ

資材
しざい

が運
はこ

ばれる、大型
おおがた

の建設
けんせつ

機械
きかい

が動
うご

く、 新
あたら

しい職 種
しょくしゅ

が加
くわ

わるなど、それまでとは異
こと

なる作業
さぎょう

が 行
おこな

われるときには、しっかりと危険
きけん

を予測
よそく

して、全員
ぜんいん

で共 有
きょうゆう

します。 

⑤安全
あんぜん

事項
じこう

の確認
かくにん

 

 一般的
いっぱんてき

には朝 礼
ちょうれい

の最後
さいご

に、2
ふた

人
り

1
ひと

組
くみ

となって、声
こえ

を出
だ

しながら、次
つぎ

のような安全
あんぜん

確認
かくにん

を 行
おこな

います。 

⑥あいさつをして作業
さぎょう

開始
かいし

 

 安全
あんぜん

事項
じこう

の確認
かくにん

が終
お

わったら、全員
ぜんいん

で「今日
きょう

もご安全
あんぜん

に！」と言
い

って、全体
ぜんたい

朝 礼
ちょうれい

を終
お

えて作業
さぎょう

を開始
かいし

します。このあと、職 種
しょくしゅ

ごとに分
わ

かれて朝 礼
ちょうれい

を 行
おこな

います。 

 



6 

 

１．５．２ 職種
しょくしゅ

ごとの朝礼
ちょうれい

 

 全体
ぜんたい

朝 礼
ちょうれい

の後
あと

は、職 種
しょくしゅ

ごとに朝 礼
ちょうれい

が 行
おこな

われます。 

①安全
あんぜん

唱和
しょうわ

（タッチアンドコール） 

 安全
あんぜん

に関
かん

するスローガンを、全員
ぜんいん

で指
ゆび

さしなが

ら、声
こえ

に出
だ

して言
い

います。安全
あんぜん

の確認
かくにん

だけではな

く、これもチームワークの一体感
いったいかん

を高
たか

めるために

行
おこな

われます。たとえば、次
つぎ

のようなことを、唱和
しょうわ

します。 

 「ゼロ災
さい

で行
い

こう、ヨシ‼」 

②危険
きけん

予知
よ ち

活動
かつどう

（KY活動
かつどう

） 

全体
ぜんたい

朝 礼
ちょうれい

では、作業
さぎょう

現場
げんば

全体
ぜんたい

に関
かか

わる KY

活動
かつどう

が 行
おこな

われますが、それぞれの職 種
しょくしゅ

において

も作業
さぎょう

開始前
かいしまえ

に KY活動
かつどう

が 行
おこな

われます。KY活動
かつどう

は、一般的
いっぱんてき

に次
つぎ

の手順
てじゅん

で 行
おこな

われます。 

【危険
きけん

の発見
はっけん

】 

「危険
きけん

のポイント」を 抽 出
ちゅうしゅつ

します。本日
ほんじつ

の作業
さぎょう

内容
ないよう

に対
たい

して、 考
かんが

えられる危険
きけん

な

状 態
じょうたい

や行動
こうどう

について、作業
さぎょう

ごとに自由
じゆう

に発言
はつげん

させます。指名
しめい

されて発 表
はっぴょう

することもあ

りますが、これは危
あぶ

ない経験
けいけん

をしたことの共 有
きょうゆう

と、一人
ひとり

ひとりが自分
じぶん

の事
こと

として危険
きけん

に

対
たい

する感受性
かんじゅせい

を高
たか

め、事故
じ こ

を防止
ぼうし

することが目的
もくてき

です。 

【対策
たいさく

の検討
けんとう

】 

「危険
きけん

のポイント」ごとに対策
たいさく

を話
はな

し合
あ

い、対策
たいさく

を立
た

てます。対策
たいさく

が決
き

まったら、危険
きけん

予知
よ ち

活 動 表
かつどうひょう

に書
か

き込
こ

みます。 

 

写真
しゃしん

1-4 KY活動
かつどう

のようす 
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【行動
こうどう

目 標
もくひょう

の決定
けってい

】 

特
とく

に重 要
じゅうよう

な事項
じこう

を決
き

めて、本日
ほんじつ

の目 標
もくひょう

とします。 

【かけ声
ごえ

をかける】 

 決定
けってい

した行動
こうどう

目 標
もくひょう

について、それを書
か

き込
こ

んだＫＹボードに向
む

かって、全員
ぜんいん

で「指差
し さ

呼称
こしょう

」をして、次
つぎ

のように復 唱
ふくしょう

します。 

「○○○、ヨシ！」「今日
きょう

も一日
いちにち

安全
あんぜん

作業
さぎょう

で頑張
がんば

ろう！・・・オウッ！」 
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